
１ 高齢者社会について以下の表にあてはまる数字を記入しましょう。(p77)（観点①） 

高齢者 【１】歳以上の者。 高齢化社会 高齢人口が【４】％を超えた社会  

前期高齢者 【１】～【２】歳の高齢者 高齢社会 高齢人口が【５】％を超えた社会 

後期高齢者 【３】歳以上の高齢者 超高齢社会 高齢人口が【６】％を超えた社会 

解答 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

 

 

２ 高齢者の長生きを祝う節目として、１００歳を紀寿といいます。次の年齢を何といって祝うか答えましょう。 

(p79)（観点①） 

    ア 60歳       イ 70歳      ウ 77歳       エ 80歳    オ 88歳 

ア イ ウ エ オ 

 

 

 

３ 以下の文章を読んで空欄にあてはまる語句を答えましょう。（観点①） 

（１）高齢者の心身の状況について以下の空欄にあてはまる語句を答えましょう。(p80、81) 

心身の機能は、加齢に伴って、さまざまに変化していく。身体の機能が、日常生活の動作が自立した状態から低下していく過程を【１】という。 

 身体的な老化は個人差があるものの、加齢に伴い体感していくことになり、【２】高齢者になる頃には、介助が必要になる人や、脳の疾患な

どで【３】になる人も増加する。【３】とは、後天的な【４】の病気により【５】機能が全般的・持続的に低下し【６】生活に支障を生ずる状態を指す。

症状としては、新しいことが覚えられない【７】障がいや、時間・場所・人物が分からない【８】障がい、どうしてよいか分からない【９】力の低下な

どがみられる。それに伴って、【１０】や不安焦燥、【１１】、徘徊、暴言、介護【１２】などの行動・心理症状が生じる。高齢期の【３】は、【１３】型や【

１４】性などが多い。 

 高齢者は健康状態や心身機能にも大きな個人差がある。個人差を無視して、高齢者は一様に機能が低下した存在であると固定的に捉える

のは、年齢に基づく差別【１５】である。 

高齢期は３０年以上に及ぶこともあり、加齢に伴い身体機能が低下したり、通院したりする人は増えるが、日常生活に影響がある者は高齢

者全体の４分の１ほどであり、高齢者の多くは元気で健康である。健康上の問題で日常生活に問題のない期間を【１６】という。【１６】と平均寿

命には差があり、多くの場合、【１】による困難さと向き合いながら生活することになる。【１７】や【１８】などで困難さを軽減するとともに、住環境

や設備などを工夫することで長い高齢期をなるべく自立した状態で送れるようにしよう。 

１ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ 

９ 10 11 12 

13 14 15 16 

17 18  

 

（２）高齢期の生きがいと生活課題について空欄にあてはまる語句を答えましょう。(p83,84)（観点①） 

 自分らしい自由な高齢期を過ごすためには、人生の最後まで安定して【１】費が得られることが必要である。 

公的年金制度には、日本に住所を持つ２０歳以上【２】歳未満の者が全員加入する【３】と、一定の条件を満たすサラリーマンなどが加入す

る【４】がある。【３】は、20歳から保険料を支払い、加入期間が【５】年以上になると、原則【６】歳から死ぬまで【８】年金を受け取れる。また【６】歳

未満でも一定の条件下で【9】年金や【10】年金が受給できる。 

 【４】加入者は保険料が給与から【11】されるが、学生や自営業者、アルバイトなどの【３】加入者は自分で納付する必要がある。【12】期間が

あったり、加入期間が不足したりして支給【１3】を満たさないと年金は受給できない。 

 個人や家族による介護には限界があることなどから、２０００年から、介護の社会化を目指して【１4】制度が導入された。【１4】制度は、高齢者

の自立を支援し、介護を社会全体で支え合うことを理念とし、日本に住所を持つ【１5】歳以上の者は全て加入し、月々保険料を支払う。 

 介護サービスを利用したい場合は、介護保険【１6】証を添えて、市区町村に申請する。認定調査員が調査し、判定の結果、【１7】度や家族

の希望などを基に介護支援専門員（ケアマネージャー）が介護サービス計画（ケアプラン）を立てる。 

 ２００５年には【１８】給付が追加され、介護予防が重視されるようになった。要介護まではいかないが、加齢で身体の機能が低下した状態を【

１９】（虚弱）という。身体的、精神的、社会的な側面があるが、この段階ではまだ回復可能であり、適切な【２０】が重要である。 

１ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ 

１３ １４ １５ １６ 

１７ １８ １９ ２０ 

（３）社会保障について以下のものは何か答えましょう。(p96)（観点①） 

 ア  国や自治体がサービスを提供する。      イ  疾病や出産に対して医療サービスを提供する。 

 ウ  主に失業に際して給付を行う。        エ  業務上の事故における労働災害や通勤災害を補償する。 

 オ  介護サービスを提供する。    カ  高齢・障がい・死亡に際して、本人や遺族に年金給付を行う制度 

ア イ ウ 

エ オ カ    的         制度 

     

５ 以下の問いに答えましょう。（観点②③） 

（１）介護疲れや介護離職が起こらないようにするにはどのようにすればよいか介護者の立場から考えましょう。 

 

（２）老々介護とはどういうことですか。 

 

（２）ユニバーサルデザインとはどのようなデザインのことか説明しましょう。 

 

 (３)身の回りにあるユニバーサルデザインの例を挙げましょう。 
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高齢化社会<高齢社会<超高齢社会（高齢者の

人口に占める割合それぞれ７の倍数です。現

在の日本はどれにあてはまるでしょうか。 

そもそも高齢者って何歳以上ですか。 

高齢者は前期高齢者、後期高齢者に分けられますが、前期高齢者は働くこ

とが可能で健康を維持している人も多いのですが、後期高齢者になると介

護を必要とする人の割合が増えます。 

アは十二支（えと）と十干が６０年で一巡します。元の暦にかえるという意味です。 

長生きはひじょうにめでたいこととして、祝う習慣がありました。７０歳は中国の詩人が「人生七十古来稀なり」といったそ

う。７７、８０は略字からそういわれます。８８歳は漢字で書いた八十八をくっつけた漢字がヒントです。では、９９歳はな

んというでしょうか。百から漢数字の一を引くと、白なので、白寿といいます。それぞれ読み方もポイントです。 

「高齢者」といっても年齢によってかなりの違いがあります。【２】高齢者になるころには、介助が

必要になることが多いです。 

よく耳にする「認知症」とはどのような状態を指すのか、また具体的な症状はどのようなものがある

か学習しておきましょう。単なる物忘れとは異なります。 

 

今の日本の年金制度は世代間扶養といって、自分が若い頃払った年金を高齢などによって受け取っているのではなく、現在、支払われた年金が

支払われています。それは、物価の高騰などの変化や給与水準の変化などに対応しやすいという理由があります。 

高齢者の介護などは実際に介護が必要になってから介護を行うより、介護を予防すること重視する方向になっています。実際に介護予防の方が

医療コストを下げられて、高齢者自身の人生を考えたときにもそちらが望ましいのではと考えられるからです。みなさんの住まいの近くにも地

域包括支援センターはありますよ。 

 

 

１行だけでなく、どういう工夫か分かりやすく丁寧に記述しましょう。 


